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肩可動域とシルエットの面を両立するセーラー服の開発
東京家政大学健康科学部 講師 平田 恵介

概要: 上肢を挙げた時でも下着や肌が露出しないセーラー服のデザイン

従来技術と問題点: 従来の制服は肩を直上まで上げる可動域がないため、大きく上
まで上肢を挙上すると見頃が吊り上がり下着や肌が露出してしまう欠点がありま
した。
本研究成果の優位性: 「シルエット美の維持」と「動作時の可動性向上」を両立す
るマチ布の形状を特定し、複雑な構造や特殊素材に依存しないシンプルな工法を
提案しました。
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